
648 冬期季節風と低気圧による降雪の安定酸素同位体組成

気象学的解釈は、十分とは言えない．今後より多くの事例

解析によって，3章で述べたような問題点が検討される

ことが望まれる．また今後．同位体組成を用いた降雪の

水蒸気輸送過程の研究では，日本海側から太平洋側にわ

たる広域を対象として考えるぺぎであろう．その際，降

雪粒子が形成された環境温度が，非常に重要な要素にな

ると思われるので，結晶型の観測は不可欠であろう．

　なお本研究は日本生命財団特別研究助成r水資源の保

全に関する研究」（代表者・吉良竜夫）の一環として行

われたものである．
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第24回理工学における同位元素研究発表会のお知らせ

　関係諸学協会の共同主催で，標記の研究発表会を開催

いたします．この研究発表会の目的は，異なった専門分

野の研究者が一堂に会し，同位元素および放射線の利用

の技術を中心とした研究，およびその技術の基礎となる

研究の発表と討論を行い，各専門分野間の知識と技術

の交通を図ろうとするものであります．会員各位におか

れては奮ってご応募，ご参加下さることを希望いたしま

す．

会期：昭和62年6月29日（月）～7月1日（火）

会場：国立教育会館（東京都千代田区霞が関3－2－3文

　　　　部省となり）

発表申込み：所定の申込書（1件1通）によりお申し込

　み下さい．所定の申込書は下記あて請求して下さい．

　〒113東京都文京区本駒込2－28－45

　　　　日本アイソトーブ協会内

　　　　理工学における同位元素研究発表会運営委員会

　　　　TEL．03－946－7111（代）内線261

発表申込締切：昭和62年2月28日（土）必着・

講演要旨：講演要旨集を発行します．発表申込みがあり

　次第，所定の原稿用紙をお送りします．口頭発表，ポ

　スター発表とも1件原稿用紙1枚です．

講演要旨原稿締切：昭和62年4月15日（水）必着

26 、天気”33．12．


